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アメリカフウロ （フウロソウ科）

別名： ロシソウ(鷺嘴草)

分布： 北海道を除く全国

Geranium carolinianum

主な生育場所

名前の由来：

＜生活史＞

生育期

開花・
結実期

地方の例(目安）

１年あたり　　　　　　　世代

＜一言うんちく＞

＜人との関わり合い＞

　路傍や土手，田畑の畦畔，湛水前の水

田，ムギ畑，冬野菜畑，果樹園，休耕地，

空き地，庭先など，人里の至るところに見

られる。日当たりがよく，やや乾いた肥沃

な場所を好む。都市部にも侵入している。

　           　　　アメリカから渡来したフウロソウの仲

間であることから名付けられた。別名の鷺嘴草と

は，細長い果実をサギの嘴に喩えた。

　北米原産の一年草または越年草。

茎は基部からよく分岐して高さ40cmほ

どになる。全体に白い軟毛があり，円

形で深く５裂しさらに細裂する葉には

長い柄がある。葉腋から伸びた花柄の

先に径0.5cmほどの淡紅色の５弁花を

数個つける。果実の長さは約2cmで稜

があり，５個の種子を入れる。果実が

熟す頃から葉は赤く紅葉をはじめる。

　暖地では，麦や冬野菜の畑で雑草化し，富栄養な環境で繁茂するため，ときに

強害雑草となる。しかし，沖縄県では，アメリカフウロがジャガイモ青枯病に対す

る抗菌成分（Ethyl 3,4,5-trihydroxybenzoate）を有することを利用し，アメリカフウ

ロを土壌中に鋤込むことによって，薬剤処理に頼らずにジャガイモ青枯病の防除

を行っている。雑草を生やすことによって作物の病害防除に貢献する好例。

　ゲラニウム（フウロソウ属）の仲間は，５弁の綺麗な花をつけるものが多く，観賞用として古くから栽培されてきた。また，ゲンノ

ショウコに代表されるように薬効を有する種類も多いが，アメリカフウロには確たる薬効成分はないとされる。また，昭和初期以降

に侵入した比較的新しい帰化植物なので，食用の記録もみつからない。しかし，ジャガイモやトマトの青枯病の防除に有効な環

境に優しい生物防除資材として，最近，注目を浴びてきている雑草である。

　ゼラニウムと呼ばれる園芸植物も，かつてはアメリカフウロやゲンノ

ショウコと同じ仲間とされましたが，18世紀にテンジクアオイ属（ペラル

ゴニウム）として分離されました。しかし，古くからゼラニウム，ゲラニ

ウムとして親しまれてきたので，今でもその呼び名が残っているのです。

【季語：初夏】

初夏やアメリカフウロつつましく　（草花俳句　http://orangestudio.homeip.net/gallery/org/userid33129_page97　より）

＜農業との関係＞

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 １１月12月

＜俳句や短歌への登場＞

　　　　　　　　在来のゲンノショウコの葉は深く切れ込まず，花期は夏から秋にかけてで

花の大きさも径１～1.5cmと大きい。ヨーロッパ原産の外来種オトメフウロは，葉の切れ

込みも深くアメリカフウロによく似るが，花は径7mmとやや大きく花色は紅紫色と濃い。

富栄養な畑などではよく繁茂する

基部まで深く切れ込む葉
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茎先に小さな淡紅色の５弁花をつける

＜類似種＞
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